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令和４年度 アンケートの結果と分析 

12 月上旬に実施したアンケート調査へのご協力ありがとうございました。 

その結果をもとに、去る２月２４日（金）に「学校関係者評価委員会」を開催し、委員

の皆様と分析・検討を行いました。アンケート結果から見た傾向や特徴は下記のとおりで

す。委員の皆様からいただいたご意見を踏まえ、次年度に生かしたいと思います。 

 なお、アンケート結果の詳細につきましても、近日中にホームページに掲載します。よ

ろしくお願いいたします。 

◎ 児童への質問で「満足できる」と認められる項目 

・「学校の行事は楽しく、積極的に参加している」          ⇒94.9％ 

 ・「授業は分かりやすく楽しい」                  ⇒85.1％ 

 ・「授業では、分からないことをていねいに教えてもらえる」     ⇒87.2％ 

 ・「自分が困ったり悩んだりしたときに相談できる友達がいる」    ⇒84.7％ 

 ・「道徳の時間などを通して、命や仲間の大切さを学ぶことができる」 ⇒94.9％ 

 ・「新型コロナウィルスの感染に気をつけた生活ができている」    ⇒90.2％ 

明るく素直で、物事に前向きに取り組める子が多い本校の児童の様子がよく表れ

ていると思われます。全体を通して子どもたちは、概ね良好な学校生活を送っている

と考えます。 

● 児童への質問で「改善を要する」と思われる項目 

  ・「体育の授業や放課などで、積極的に体力づくり（運動）をしている」⇒69.7％ 

  ・「進んで自分の意見や感想などを発表している」          ⇒51.8％ 

・「授業では、友達の意見や感想をよく聞くようにしている」     ⇒60.5％ 

・「自分が困ったり悩んだりしたときに、相談できる先生がいる」   ⇒69.7％ 

コロナ禍における各種運動の制限（パワータイムの中止）や授業におけるかかわり

合いの時間が十分にとれなかったことなどの影響が大きいと考えられます。また、

「相談できる先生がいる」の質問については、「あてはまらない」の回答が 13.9％

あったことを深刻に受け止め、子どもたちが相談しやすい雰囲気や環境づくりを丁

寧に行っていきたいと考えています。 

また、学校関係者評価委員の皆様からは、「地域からも子どもたちとより積極的な

かかわり合いをしていきたい」「授業において、正答を求めすぎることなく、挙手や

発言などの参加する行動を大いに評価し、みんなで学び合う雰囲気づくりに努めて

ほしい」「声量にとらわれ過ぎず、心を込めたあいさつ、会釈などの場に応じたあい

さつを求めていくのがよい」等の貴重なご意見をいただきました。今後も、地域や保

護者との交流・体験活動を大切にし、子どもたちを育てていきたいと考えています。 

 
※ 分析の数値は、Ａ「あてはまる」とＢ「だいたいあてはまる」を肯定的な評価ととらえ、それをもと 

に分析・検討を行いました。 

   また、Ａ「あてはまる」＋Ｂ「だいたいあてはまる」が 

８０％を上回るものは満足できる    ＝ ◎ 

    ７０％を下回るものは改善を要する  ＝ ● と考えました。 

                   

 （問い合わせ 教頭 ℡６２－０１１５） 
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